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匡］ 西の 大寺 として創 建 され、
えいそ′－

鎌倉時代 には名僧 叡尊 によって復興 された古刺

さい だ い じ あ い ぜ ん と う き ゃ〈 で ん

西大寺 愛染堂客殿

4 ／1 ′） 1 1 ／1 5 （除外 日あ り）

8 ：30～ 16：30（受付 16：0 0まで）

南都 七 大 寺のひとつ西 大寺 では、春

から秋 にか けての約 半 年 間 にわ たり、

通常 は非 公 開 であり、近 世の 障壁 画

が残 る愛 染 堂脇 の客 殿 が特 別に公

開され、内 部 に入 って拝 観 いただけ

ます 。

（ 10／Z、8～ 10など、行 催 事 などで 客 殿 を使

用す る日は拝 観 が休 み となります。）

愛染 堂 客 殿 室 内 二与7 と：西大寺

愛 染 党 客 殿 案 内 写 夷 両人 、宇

奈良市 西大寺 芝町 1－1－5 ℡ 0 74 2－4 5－4 70 0 近鉄 大和 西大 寺駅か ら徒 歩 3 分

匡∃ 多くの苦難の束、来日を果たされた鑑真 和上の生涯と

生前 の婆 を今に伝える西 ノ京の古剃

とうしょうだい じ
唐招提寺 金堂内陣の諸尊

通常参拝 いただけます
8 ：30～17：00（受付16：30まで）

凰奈仝窒漂 諾 高空：400円、

いらか
「 天平 の麓 」で知 られる唐招 提 寺 金

堂（国 宝）が 、10年 に及 ぶ平 成の大

修理 を終 え落 慶 し、2 00 9 年 1 1月4 日

からその 荘 厳 な 姿 を一 般 に公 開 して

います。内 陣 の居 合 那 仏 坐 像（国

宝）、薬師如来立像（国宝）、千手観

音立 像（国 宝）をはじめとする諸尊 像

を拝 観 いた だ けます。
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奈良市五 条町 13－46 ℡ 0 74 2－33－790 0

近鉄 西ノ京駅 から徒歩 8 分、」R奈 良駅 か ら六条 山行 き／〈ス「唐招 提寺 」下 車すぐ

h ttp：／／w 肌′W ．tO Sh od 叫 ．jp ／

匡∃ 過去・現在・未来の姿を

うか が い知 ることの できる白鳳 の 大 伽 藍

やく し じ と う と う

薬師寺 東塔特 別開扉

4 用（ 一1 0 β 1（予定）

8 ：30～ 17：00（受付 16 ：30まで）

天武天皇が、皇后（後の持統天皇）

の病 気 平 癒 を祈 願 して建 立 を発 願

した薬 師 寺 では、2 0 10 年 秋 か ら覆

いが施 され平 成 30 年 度まで本 格 的

に解 体 修 理 に入 る国 宝 の東 塔 初 層

が、初 めて長期 公 開されます。基壇 の

ほう
上に登 り、外 か ら内 陣 の天 井 絵（宝
そう げ もん よ う

相華 文 様 ）を特 別 拝 観 いた だけま

す。同時 に東 院堂（国 宝）などで東塔

に関する寺宝 が特別 展示 されます。
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げん ビ ュ う さ ／し そ う い ん か ら ん ／ご い と う さ し い ） へ さ が で ／L

玄契 三蔵院伽藍・大悟西域壁画殿壕ど

期1 ／1 ′） 2 0 1 1 ．1 ／5

8：3 0～1 7：0 0（受付 16 ：30まで）

平城 遷 都 13 0 0 年 を記 念 しで、「玄

突三蔵 院伽藍・大唐西域壁 画殿 」

が一年 間にわたり公 開され、玄 突 塔

や平山郁夫画伯筆の「大唐西域壁

画」が 特 別 に 拝 観 いた だ け ます 。ま

た、薬 師寺 大 宝 蔵殿 にて国宝・秘 仏

吉祥 天女 画像 が特 別開 扉されます。

（ 10／5 ～ 1 1／1 0、別途拝観料50 0

円必要 ）

奈良 市西ノ京町 45 7 ℡ 074 2 －33 －60 0 1 近 鉄西ノ京駅 か ら徒歩 すぐ、」R 奈良駅 か ら六条 山行 き／〈ス「薬 師寺」下車 すぐ
h t t p ：／／w w w ．∩∂「∂－y a k u 5 h ij i ．〔 O m ／

玄失 ‾三蔵 俊 一Jノ：ユー｛ 懲阿川

．壬f祥天女 幽煉
りノ：∫も蒲 柳 、ゞ

凰 諾 蕊 法 子00円、小学生以下200円、 】

あいぜんみようおう　 ぎ　 ぞ、う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 】
愛 染 明 王 坐 像　　　　　　　　　　　　　　　　 毒

師 ヨ：盟 丁㌫ て去だ 1雪‥。。まで） 憂義　　　　 1

こうしょうぼさつ　　　　 薫；蔓

興 正 菩 薩 ・叡 尊 の 念 持 仏 として知 ら 繁姦
れ る秘 仏 ・愛 染 明 王 坐 像 （重 文 ）が 讐衰　　　 、

囲
特 別 開 帳 され ます 。鎌 倉 時 代 の 元 冠

】
に際 し、叡 尊 上 人 が 行 った 元 軍 調 伏

祈 願 の本 尊 。この 時 、愛 染 明 王 の鏑

矢 が 飛 ん で ゆ き元 軍 を敗 走 させ たと

の伝 説 が あります 。

】

モ

う

、■■▲■‾‾1r∧－

1
l
】
】

】

r
≠

l
】一

㌻ 音

抱 喝 ぜ ジ濫 フ ニー：・う短慮…Ⅰ■舶 醜

＼

∃

血

諾 ．．茎て

ミし－・づごク
ぺ、、滋‘

！ユニ二＿二〕・
」」

¶M‾・一・ 転

弓t

l

！J

1
r

し 」i 、‾二‖真づ

聖 礫 ＿ニミ＿・∫んニ■■‾∴二二一ノニこ

塵 野 ミノ‥ニー礼 ．・と藍 彗′

」［－■、－1■、－、、、コ」＿＿一′．＿H〟．〟 ＿

1「，f
若 頚

．．ほ二 義

弓
勺
1

j
】
】
】j
†
寸
j

J
j

】
】

j

r　 コー1r
封 ＿ノざ

好仁
1／■

【．＿．…．推二＿R
≠］】「

w∧＿＿＿＿‖＿．〔＿＿＿＿…．北 ＿Ⅶ′′F．＿〃几
「‾‾m【▼■l‡ …‾‾‾‾仙∧1「■■】■】汀

喜1 陣 ′．

卍 ■

rノ、■－
ノ撃墜

いJ　　 L ■F lき

奈 良 叫　 うをご‖ j∫ r

l‾‾j
ヨ［匙 肌．ニ．ニこ姓ご＿仙】且 ＿＿脇

卍

！

＝卜．ニニニ：：ごニニ

園奈仝窒濫読雲量室温



■ 乃三

回般若 窟と呼 ばれる大岸壁 に抱かれるように拡 がる境 内に

数 多くの参 拝者 が訪 れる庶民信仰 が息づく寺院

ほう ぎ ん じ し L か く

宝山寺 獅子 閣

1 0／15 ′）1 1／1 5
8 ：0 0～ 16：0 0（受付 15 ：30まで）

（ 混雑 時は入場制限予 定あり）

境内 自由、

獅子 閣拝観 料30 0円

い こま
「 生 駒 の 聖 天 さん」として親 しまれ 、庶

民の参 拝 が絶えない宝 山寺 で、修 復

が尭 了 した明治 初期 の擬 洋風 建 築

の「獅子 閣」（重 文 ）が特 別 に公 開さ

れます。宮 大工の吉村 桧 太郎 が設計

した2 階 建 ての木 造の客 殿 で、出人

口や ベ ラン ダ の 窓 には 、色 ガ ラス が

は
飲められ ています 。

生駒市 門前町 1－1 ℡ 0 74 3－73－20 06

近鉄生駒 駅か らケー ブル「宝 山寺」下車徒 歩 10分
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匡覇 丘陵 の 深 い緑 に包 まれ た境 内と、

春・秋 には 1，2 0 0坪 の庭 園 にバ ラが 咲 き誇 る

りょ う せ ん じ さ ん じ ゅ う ぴ）と う な い じ ん へ き が や く し さ ん そ ん そ う

霊山寺 三重塔内障壁画、薬 師三尊像壕ど

1 0／2 3′）11／1 4
1 0：0 0～ 16：3 0（受付16 ：0 0まで）

（ 三重 塔は修復 工事中 の拝観

となる予定です）

大人 ：800円
小中生 ：400円

行基菩薩と、東大寺大仏 開眼法要
ぼ だ い

の導 師を務めたインドの渡来 僧・菩提
せん な

倦那 が創 建 した霊 山 寺 で、通 常 非

公開の重 文・三重塔 初層 が開 扉され

内陣 の美 しい壁 画 が 拝 観 できます。ま

た、本 堂（国宝 ）の厨子 が 開かれ、本

尊の薬 師三尊像（重文）や十一面観

音立像（重 文）が特 別開 帳されます。
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奈良 市中町 38 79 ℡ 0 742－4 5－0 08 1
近鉄富雄駅から若草 台行き／〈ス「霊 山寺」下車すぐ、近鉄富雄駅か ら徒歩30分 またはタクシー8 分
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匡］ 美しい浄土式 庭園と運 慶作の

国宝・大 日如 来坐像 で知 られる名 刺

えん じょう じ

圃成寺 本堂での寺宝展

F ＿季年 表］ヨ＝㌘ ㌔ て皇居 †＝。。まで）

園奈仝岩？？認諾 高生‥300円、

柳生 へと続 く道 にあり、国の名勝 に指

定されている浄土 式庭 園 が美 しい名

利・囲 成寺 では、本 堂（重 文）の堂 内

で寺 宝の特 別展 が開催 され ます。本

堂内陣 の四つの柱 に描 かれ た来 迎

する二十 五 菩 薩 の像 は見 事 な極 彩

色が 残 っでい ます。
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奈良市 忍辱 山町 12 73 ℡ 0 74 2 －93－03 53
」R・近鉄 奈良駅 から柳生・邑地 中村行 きバス「忍辱 山（にん にくせん）」下車 すぐ

」R・近鉄 奈良駅 からタクシー2 0分

8

匡∃ 重厚な貯 まいの本 堂に

平安 時代の諸 尊を祀る古 寺

なん み ょ う じ や く し に ユ ら し さ、 そ う

南明寺 薬 師如 来坐 像 をど

臣司 1 0 ／2 3 （ ノ 1 1 ／2 1

（期間外は要事 前予約）

9 ：00～16 ：00（受付 15：45まで）

画琶男∈鼓 宍先占00円、中高生：20 0

鎌倉 時 代 に建 立 され た と考 えられ る

本堂（重 文）が一 般 に公 開され、堂内

に安 置 されでいる本 尊・薬 師如 来坐

像や釈迦如 来坐像、阿弥陀如来坐

像の重 文諸 仏などが特 別に開 帳され

ます。今 回の特 別 開帳 期 間中は、予

約不 要で拝 観 いただけます。
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奈良 市販原 町 100 5 ℡ 0 74 2－9 3－0 3 92

」R・近鉄 奈良 駅か ら柳生・邑地 中村行 きバス「阪原」下車す ぐ


